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診療内容

診療体制

1.皮膚悪性腫瘍治療 :通常の視診、触診に加え、ダーモスコープ、皮膚
超音波測定装置、CT、MRI、PET検査、病理組織検査などを必要に応
じて活用し正確な診断を心がけるとともに、外科的切除、放射線療法、
抗体医薬、分子標的薬を組み合わせた多面的治療を行っています。また、
根治切除不能の悪性黒色腫に対する免疫療法、分子標的療法を積極的に
導入、他に医師主導治験で皮膚癌、皮膚リンパ腫に対する新規治療法の
開発を行っております。さらに、標準治療がなくなった患者様を対象にゲ
ノムパネルを用い、個々の患者様に応じてオーダーメード治療を開始して
おります。
2.白斑の手術療法：尋常性白斑に対して、通常の軟膏治療、光線治療に
加えて、1mm パンチグラフト、スマッシュグラフトなど手術的治療を積
極的に行っています。
3.皮膚機能検査：当科では、角層水分含有量や皮膚バリア機能を測定す
る機器を用いた非侵襲的な皮膚機能検査は専用の恒温恒湿測定室にて
行っています。バリア機能低下がアトピー性皮膚炎等の皮膚疾患の病因
にあげられています。これらの皮膚機能検査機器を用いることで、皮膚症
状や治療効果をより客観的に判定できます。
4.レーザー外来では以下の装置を使用しています。
i.皮膚良性血管病変治療用レーザー装置（V beam） 
ii.皮膚良性色素疾患治療用レーザー装置（ALEX II, ALEXLAZR）
iii.ウルトラパルス炭酸ガスレーザーシステム（ウルトラパルスアンコア）
5.乾癬、類乾癬、菌状息肉症、白斑などには以下の光線治療装置を使用
しています。
i.キャビン型紫外線治療器 UV7002
ii.紫外線治療器 デルマレイ-400
iii.ターゲット型エキシマライト　（エキシライトマイクロ）
iv.エキシマライト光線療法機（セラビームUV308）
v.ターゲット型UVB治療器（TARNAB）
6.脱毛症：急性期の重症な円形脱毛症に対してステロイドセミパルス
療法を積極的に行い、そのほか慢性期の患者を中心にステロイド局注、
SADBEやDPCPを用いた局所免疫療法などを行っています。
7.分子標的治療：乾癬、アトピー性皮膚炎、蕁麻疹、慢性膿皮症（化膿
性汗腺炎）などの分子標的治療や治験を積極的に行っています。

新患日　（月、火、水、金曜日午前）、特殊再来（月：腫瘍外来、脱毛外来、
水：乾癬外来、木：アトピー性皮膚炎外来、水疱症外来、白斑外来、金：レー
ザー外来）病棟（29床）、手術日（水：局所麻酔対応、木：全身麻酔対応）

　新患（午前）では、日本皮膚科学会認定専門医が研修医とともに診断・
治療にあたり、肉眼的な臨床所見はもちろん、ダーモスコピーや皮膚超
音波測定装置を用いた非侵襲的検査、必要に応じた病理組織検査など多
角的な所見を踏まえて正確な診断を心がけています。診断が困難な症例
や治療法の選択に苦慮する症例に対してはクリニカルカンファランスを行
い、複数の皮膚科専門医が診察し、教授主導のもとにさらに詳細な検討
が行われます。このクリニカルカンファランスにより、複数の皮膚科専門
医の意見を反映した、よりよい皮膚科診療を目指しています。
　午後に行っている専門外来では、個々の疾患に特化した専門的治療を
行っております。専門外来としては、腫瘍外来、アトピー性皮膚炎外来、
乾癬外来、脱毛外来、白斑外来、レーザー外来、水疱症外来があります。
　治療方法に関しては、皮膚科医が従来行ってきた軟膏療法や光線療法
に加えて、皮膚外科手術、レーザー治療、ナローバンドUVBやエキシマ
ライトなど紫外線療法、光線力学療法、ケミカルピーリング、生物学的
製剤や分子標的薬を用いた最新の治療を積極的にレパートリーに加えて
います。
　病棟は日本国内の皮膚科としてはトップクラスの病床数である24床を
確保し、悪性黒色腫を含む皮膚腫瘍の手術、自己免疫性水疱症、重症ア
トピー性皮膚炎、重症乾癬、重症薬疹、円形脱毛症、白斑、膠原病、重
症皮膚感染症などの難治性皮膚疾患の治療、毛細血管奇形や太田母斑
などのあざのレーザー治療を行っています。

得意分野

●湿疹・皮膚炎：アトピー性皮膚炎、接触皮膚炎、脂漏性皮膚炎など　●蕁麻疹・痒疹・皮膚瘙痒症・紅斑症（多型滲出性紅斑、結節性紅斑など）・
紫斑病　●血管炎・褥瘡・熱傷・日光皮膚炎・薬疹・自己免疫性水疱症（尋常性天疱瘡、水疱性類天疱瘡）・遺伝性角化症（魚鱗癬、ダリエー病など）
●炎症性角化症：乾癬（尋常性乾癬、関節症性乾癬、膿疱性乾癬）・ 扁平苔癬　●膠原病（エリテマトーデス、強皮症、皮膚筋炎など）　●しみやあざ（日
光黒子（老人性色素斑）、肝斑、太田母斑、色素性母斑（ほくろ）、扁平母斑、尋常性白斑、表皮母斑、脂腺母斑、毛細血管奇形（単純性血管腫）、
乳児血管腫（いちご状血管腫）など）　●皮膚良性腫瘍（脂漏性角化症、粉瘤（アテローマ）、石灰化上皮腫など）　●皮膚悪性腫瘍：表皮内癌（ボー
エン病、日光角化症、パジェット病など）、基底細胞癌、有棘細胞癌、悪性黒色腫（メラノーマ）、隆起性皮膚線維肉腫、血管肉腫など　●皮膚付
属器疾患：円形脱毛症、ざ瘡（にきび）、酒皶、陥入爪、まきづめ、　●皮膚感染性疾患：単純疱疹（ヘルペス）、帯状疱疹、ゆうぜい（いぼ）など）、
細菌性疾患（おでき、丹毒、慢性膿皮症など）梅毒、皮膚結核、皮膚抗酸菌症

科長
相場 節也 教授

病棟　東病棟　15F
外来　外来診療棟A　4F 連絡先　022-717-7759（外来）
ホームページ　http://www.derma.med.tohoku.ac.jp/

感覚器・理学診療科

皮膚科

■当院は高度・先進医療を提供する「特定機能病院」です。当院の受診を希望される場合は原則、他の医療機関からの紹介状が必要となります。また当科
を初診される全ての紹介患者さんは、当日の混雑をさけるため地域医療連携センターを介してあらかじめ予約をとった後に受診して頂いております。しかし
ながら、急を要する患者さんはこの限りではありません。主治医の先生方から直接連絡を頂ければ、新患担当医が適切に対処いたします。新患患者さんに
十分な診察と説明の時間を確保するための配慮としての完全予約制にご理解いただき、ご協力いただけますようお願いいたします。

主な対象疾患

感覚器・理学診療科

眼科
病棟　西病棟　12F／東病棟　12F／西病棟　16F
外来　外来診療棟A　4F 連絡先　022-717-7757（外来）
ホームページ　http://www.oph.med.tohoku.ac.jp/

●緑内障疾患　●網膜疾患　●ぶどう膜炎　●角膜疾患　●ドライアイ　●涙道疾患　●神経眼科疾患　●眼腫瘍　●ロービジョン
●小児眼科疾患

科長
中澤 徹 教授

ご紹介いただく際の留意事項

得意分野

診療体制

診療内容

　緑内障分野では血液中の酸化ストレス値や末梢毛細血管の血流動態を
測定することで眼圧素因以外の進行リスクについて研究を行い、生活指
導やサプリメント内服を通じて治療の一助としております。網膜ぶどう膜
外来では２７ゲージ針による極小切開硝子体手術や、術中眼底OCTと
いった最新鋭の機器を用いて手術を行っております。また日本初となる網
膜中心動脈閉塞症に対する治験も行っております。角膜ドライアイ外来
では角膜病変深度に応じた角膜パーツ移植を施行し、良好な手術成績を
挙げております。

　眼科疾患別に専門外来を設けて治療を行っています。緑内障外来は火
曜日をメインとし、他月～金曜日も新患を受け付けております。網膜ぶど
う膜外来は月・金曜日をメインとし、ぶどう膜外来は木曜、先天網膜疾患
は金曜に別途外来を設けて詳細な診断治療を行っております。神経斜視
外来は水曜日、角膜・ドライアイ外来は木曜日に診療を行っております。

　眼科分野の検査・治療方法の進歩スピードは著しく、常に最新の情報
をアップデートし続ける必要があります。当科では医局員が各々の専門分
野を持ち、最新知見を文献・学会・講演会といったあらゆる方面から集
積しております。そうして得られた知識を全員で共有することで医局員全
員の診療クオリティを日々向上させ、患者さんの「失明ゼロ」を目指して医
療を提供しております。
　緑内障外来：他院での治療が難しい末期緑内障の患者さんだけでなく、
発症初期の若い緑内障患者さんも緑内障進行リスク精査のために県内外
より御紹介頂いております。眼圧下降手術（線維柱帯切除術・マイクロフッ
クロトミーなど）、OCTアンギオグラフィーやレーザースペックルフロー
グラフィーによる非侵襲的な眼底血流の評価、眼圧下降が得られている
にもかかわらず視野障害が進行する患者さんに対する神経保護治療など、
緑内障に対して多角的に検査・治療を行っております。
　網膜・ぶどう膜外来：緊急性の高い網膜剥離や眼球破裂に対する小切
開硝子体手術、加齢黄斑変性症や糖尿病性網膜症といった疾患に対する
抗VEGF抗体硝子体注射、遺伝性網膜変性疾患に対する遺伝子診断を
行っております。網膜中心動脈閉塞症という治療法が確立されていない
疾患に対する治験を行っております。
　角膜・ドライアイ外来：海外輸入角膜と国内アイバンクの双方とネット
ワークを持ち、難治性角膜混濁疾患に対する角膜パーツ移植を行ってお
ります。口腔内粘膜上皮から自家培養し、角膜上皮を作り出して移植（培
養口腔粘膜上皮）できる設備を有しております。眼内感染症患者の微量な
検体からウイルス・細菌遺伝子を増幅させ、原因ウイルス・細菌を特定

レーザースペックルフローグラフィー OCTAの画像酸化ストレス測定器械

■新患日は月～金ですが完全予約制になっておりますので、地域医療連携センターにて新患予約をお願いします。希望の日の予約が既にいっぱいの場合で
も、緊急性が高いと考えられる場合は当科外来宛てご一報下さい。緑内障サージカル外来には高眼圧で薬物療法が著効しない症例、緑内障メディカル外
来には眼圧が十分低いと考えられるにも関わらず視野欠損が進行してくる症例を御紹介頂ければ幸いに存じます。

するPCR検査を行っております。
　神経斜視外来：最新の画像診断装置・遺伝子検索を用いた診断と神経
内科・脳神経外科・耳鼻咽喉科・形成外科との密な連携治療を行ってお
ります。
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